Histogenesis of Testicular Tumors by 酒徳, 治三郎 et al.
Title睾丸腫瘍の組織発生論について
Author(s)酒徳, 治三郎; 卜部, 敏人; 三浦, 武芳











助 手 酒 徳 治 三 郎
副 手 卜 部 敏 人
研究生 三 浦 武 芳
               Histogenesis of Testicular Tumors 
        Jisaburo  SAKATOKU, Toshito URABE and Takeyoshi  MIURA 
       From the Department of Urology, Faculty of Medicine, Kyoto University. 
                          (Director ; Prof. T. Inada) 
   Tumor of the testis have variously classified by many reporters. 
Although a histological tabulation was not as satisfactory in testicular neo-
plasmas as it was in growths of other organs of body, such a classification 
is nevertheless useful. 
   We attempt to classify testicular tumor by histogenetic review, and 
detect that small round cell infiltration, which has previously described as 
lymphoid cell, is secondary spermatocyte-like cell which is formed by 
spermatogenetic differentiation of seminoma cell.
1緒 言
睾丸腫瘍 の丈献 は1868年にBirschによつ
て報告 された ものを もつて噛矢 とし,そ の後 多
数 の内外丈献に接 す るが組織学 的所見 の複雑性
か ら発生母組織 ・分類法 については諸 説紛 々と
して意 見の一致を見 ない.1946年Friedman
andMooreによつ て本腫瘍 の多数例 の総 合的
研究が行 われるに到つ て,そ の発生論 に黎明を
見るの感 がある.著 者は その理論 を更に進展 し
て考 察を加 え ると共 に,睾 丸腫瘍 に見 られ る所
謂分化現象 その他 につ いて も論 及する.
皿 分類 及び命名法の歴 史
畢丸腫瘍の組織学的所見は多種 多様に 複 雑 であつ
て,発生母組織に関しても意見は区々に異るために同





reporters,__"と評 して い る.
本 腫 瘍 は古 くか らSarcocele,Medularsarcorn,
Fungus,Marksarkom,胚芽 性 癌 腫,大 細胞 肉 腫,
内 被 細胞 腫等 の名 を もつ て 呼ば れ,Virchowは 畢丸
に 於 て は 肉腫 と癌 腫 の鑑 別 は 困難 な場 合が あ り,Car-
cinomasarcomatodes,Sarcomacarcinomato-
desの様 な 呼称 を必 要 とす る と述 べ て い る.そ の 後
も本 腫瘍 の本 態 に 関 す る学 者 の 意見 は ま ち まち で あつ
て,Chevassu,Kaufmann,坂口,中 村,米 山,陳
等 の諸 氏 は,腫 瘍 細胞 が 胞 巣状 構 造 を 示 し民つ 極 め て
細 精管 上 皮 に類 似 して い る点 か ら細 精 管 上 皮 よ り発生
した 癌 腫 で あ る として,S・mi・ ・m・ゼ ミ ・一 ム・精
上 皮 腫等 の名 称 で 呼 んで い る.こ れ に 反 しEhren-
dorferは腫 瘍 の 周辺 部 に多 量 の結 合織 性 間質 を 認 め
た 自己 の例 に 基 い て,Highm・re氏 体 の基 底 よ り発
した 肉腫 で あ る と見 倣 し胞 巣状 肉 腫或 は大 円形 細胞 肉
腫 と命 名 した.Mostも 同様 の意 見て あつ た.Hur-
mann,岩永,佐 藤,尾 崎 等 は 間細 胞 に 由来 した 肉腫
と称 し 今 裕 は銀 染 色 法 に よつ て腫 瘍 細 胞 の周 辺 に 聞
細 胞 と同 様 の 所見 を右 す る事 か ら間細 胞 を母 体 とす る
大 円形 細 胞 肉 腫 で あ る と称 して い る,そ の 他種 々の説
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が あ り従 つ て そ の 分 類 方 法 も多 岐 に わ た る が,諸 氏 の
分 類 方 法 は 大 体 次 の3つ の 範 疇 に 属 す る も の で あ る.
1.一 般 的 腫 瘍 分 類 法 に 準 ず る も の1925年
Wehnerに よ る も の が 代 表 的 で あ る が,本 法 は 単 に
組 織 学 的 所 見 の み に 由 つ て 行 わ れ た も の で あ つ て 腫 瘍

















2.畢 丸 腫 瘍 を 本 質 的 に 奇 形 腫 と 見 倣 す も の に て






3.seminomaとteratomaを 別 個 の も の と し
て2大 別 し て い る も の に,1923年Hinrnan等 の 分 類
が あ る が 不 完 全 な も の で あ る.最 近 に 於 け る主 な も の
























の 如 くに な る.
FriedmanandMooreやDixon等 もほぼ後者
の分 類 法 に 近 い.彼 等 に よる と睾丸 腫 瘍 の9G～96.5%
は 生 殖 細胞 起 源 で あ るた め に此 等 を一 括 してgermi-
naltumorと 呼 ん で い る.そ の他 の少 数 の もの は間
細 胞,血 管 等 よ り発 生 した もの で あ る,著 者 も同様 の































く,円 形 の 核 は境 界 が 鮮 明 で 中心 に近 く1ケ の核 小 体
を認 め る.単 一 な 本 腫 瘍 細 胞 の集 りは普 通 管 腔 を有 ナ
る腺構 造 を とらな い.叉1ymphoidstromaと 呼 ば
れ る リソ パ球 様 細 胞 の 出現 を 見 る例(No.4,6,11)
が あ るが,こ の意 義 に 関 して は後 述 す る.
2.胎 生 癌embryonalcarcinoma
種 々の型 でseminomaと の間 に移 行 型 が あ る と云
わ れ,上 皮 性 でembryonaladenocarcinoma
(No.8)叉はpapillaryadenocarcinoma(No.
5)と呼ば れ る もの で あ る.No.8に 於 て はtropho-
blast様の細 胞 が 出現 す るの を 認 み た.Friedman
は胎 生 癌 の5%に これ を証 明す る と言 う.
3.奇 形 腫teratoma
No.1,7は類 上 皮 爽 腫epidermoidcystであ る
が,No.10は 三葉 性 で 処 々に 尚 未熟 の 胎生 期 細 胞 を
見 る.本 細 胞 の 分 化 現 象 に っ い て も後 述 す る.
以 上 の各型 腫瘍 の組 織 像 はr見 全 く互 に無 関 係 の如
くに思わ れ るが,次 に生 殖 細 胞 の機 構 を考 え合 す と興
昧 あ る関 連 性 を 見 出す の で あ る.即 ち 男子 生 殖細 胞 の
起 源 で あ る原 精細 胞spermiogoniaは分 裂 を続 け て
その数 を 増 す る共 に,受精 後 個 体 発 生 的 発 展 を遂 げ る2
つ の可 能 性 を 包藏 して い る.FriedmanandMoore
等 は この 点 に注 目 して興 味 あ る意 見 を 出 して い る.即
ちseminoma細 胞 は 細 精 管 を構 成 す る細 胞 とそ の
形態 が 酷 似 して 部 り,本 腫 瘍 は 生 殖細 胞 に由 来 す る生
殖細 胞 自体 の腫 瘍 と考 え る のが 妥 当 で あ る.又 奇 形 腫
に対 して は生 殖細 胞 が 単 性 生 殖 に よっ て一 種 の多形 成
能 を もつ た 幼 弱細 胞 を っ く り出 し,こ れ が 体 形 成 要 素
と胎 盤 形 成要 素 とに分 れ る.前 者 が 腫 瘍 化 す れ ば 奇形
腫,奇 形 癌,胎 生 癌 にな り,後 者 か らは絨 毛 上皮 腫 が
発 生す る と述 べ て い る.著 者 もこ の仮 説 を基 礎 と して
論述 を試 みた い.こ れ等 各 腫 瘍 の相 互 関係 を模 型 図 に
て示 せ ば 次 の 如 くで あ る.即 ち原 精 細 胞spermio-
goniaは2っの 方 向.即 ち造 精 現 象様 分 化spermio-
genetic(spermatocytogenetic)differentiation
と単 性 生 殖(個 体 発 生)様 分 化partenogenetic
(ontogenetic)differentiationの過 程 に類 似 して
悪 性 化 を来 し,造 精 現 象様 分 化 に よつ ては 精 上 皮 腫
seminOrnaが発 生 す る.又 個 体 発 生 様 の分 裂 を 続 け
て行 くと,そ の胎 盤 構 成 要 素placentalelementが


































































































ている享,2)組 織学的に胎生癌 ・奇形癌 ・奇形腫に









瘍細胞の本 来の性 質である多形成能力の表 現であっ
て,上記精上皮腫の場合の第2次 精母細胞の出現や扁











は リンパ球様細胞 と云われていたのに対 し,著
者は精上皮腫の分化現象により発現 した第2次
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Fig.2
Seminomawithsecondaryspermatocyte-1ike
cell.
